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今回の東日本大震災により、私の住んでいた名取市閖上も、すごいひがいをう

けました。たべものもろくにたべられない、ひなん生活中で、いもうとたちと

べつべつのひなんじょにいたので、しんでしまったのかと思い、とてもしんぱ

いでした。ほかの人も、かなしみにつつまれ、たいへんなじょうたいでした。 

でも、おじいちゃんがきてくれたので、もうだいじょうぶと、心の中で思いま

した。しかし、いもうとたちはみつからず、たてこし小学校に２回も、いきま

した。まさかじどうセンターに、いるとは思いませんでした。やっとみつかっ

たところで、かえり、かんずめや、おにぎりがたべられるのがやっとでした。

ある日おじいちゃんが、一人でママをさがすことになって、山形にいって、西

田のおばちゃんのところへいきました。たいへんお世話になりました。ママが

みつかってからかえると、ママは、しんでいました。みつかった場所は、閖上

小学校の前でした。みつかったばかりの時は、きれいな顔をしていたらしいで

す。わたしが見たときは、目の回りが、青くなっていて、かそうのときは、ま

っ青でした。「ママには、もうあえないんだ」そう思いました。わたしは、こ

れからも、お世話になる人がいっぱいいるでしょう。わたしのことをお世話し

て下さったみなさんどうもありがとうございました。 
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